
［人口と世帯］総人口 874人／男 428人／女 446人　世帯数 420世帯（令和４年8月31日現在）　　［村の木］ すぎ　　［村の花］ 岩つつじ
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P 2-3 令和3年度決算　
P 4-5 議会だより　
P 5 令和3年度決算に基づく健全化比率の公表　
P 6 令和4年度新型コロナウイルス感染症対策事業について/他　
P 7 『南信州環境メッセ2022』～リニアとともに地域がにぎわう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境先進地を目指して～
P 8 永年勤続民生委員　児童委員表彰受賞/他
P 9 柔道整復師・鍼灸師等にかかるときの注意
P 10 杉っ子だより

　9月17日に保育所運動会が行われ
ました。

［詳細は10ページ］
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決 算 概 要
令和3年度 普通会計の歳出総額普通会計の歳出総額 23億3,733万円23億3,733万円

2広報ねば2022.9

Informationお知らせ

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計

及
び
６
特
別
会
計
の
決
算
が

９
月
定
例
村
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
六
特
別
会

計
の
歳
出
総
額
は
27
億
8
，

8
0
0
万
余
で
前
年
対
比

1
・
0
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
、
村
の
会
計
簿
で

あ
り
、
村
づ
く
り
の
記
録
で

も
あ
る
令
和
３
年
度
普
通
会

計
（
一
般
会
計
と
村
営
バ
ス

特
別
会
計
）
の
決
算
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　入
２,509,245千円

32.2%32.2%
自主財源

依存財源 67.8%

繰越金 168,871千円 6.7%

繰入金 38,843千円 1.5%

村税 82,213千円 3.3%

諸収入 75,462千円
3.0%

その他 17.5％
　分担金・負担金 10,106千円
　使用料・手数料 23,667千円
　財産収入 18,373千円
　寄付金 390,015千円

国庫支出金
117,345千円
4.7%

その他　2.5％
　地方譲与税 34,909千円
　利子割交付金 54千円
　配当割交付金 422千円
　株式等譲渡所得割交付金 450千円
　地方消費税交付金 23,503千円
　ゴルフ場利用税交付金 2,849千円
　自動車税環境性能割交付金 1,185千円
　法人事業税交付金 789千円
　地方特例交付金 3,026千円

その他　2.5％
　地方譲与税 34,909千円
　利子割交付金 54千円
　配当割交付金 422千円
　株式等譲渡所得割交付金 450千円
　地方消費税交付金 23,503千円
　ゴルフ場利用税交付金 2,849千円
　自動車税環境性能割交付金 1,185千円
　法人事業税交付金 789千円
　地方特例交付金 3,026千円

地方債
145,760千円

5.8%

地方債
145,760千円

5.8%

都道府県支出金
179,546千円　7.2%
都道府県支出金
179,546千円　7.2%

地方交付税
1,191,857千円

47.5%

◇一般会計・特別会計収支の状況　　（単位：金額＝千円、率＝％）
予算現額 収入済額 対前年比 支出済額 対前年比 差　　引

一 般 会 計 2,528,910 2,480 ,811 0.4% 2,308,895 0.2% 171,916
バ ス 会 計 32,291 31,723 49.6% 31,723 69.7% 0
繰 入 金 調 整 -3,289 -3.9% -3,289 -3.9% 0
普 通 会 計 計 2,509,245 17.6% 2,337,329 0.8% 171,916
国 保 105,140 92,514 18.1% 92,427 18.1% 87
簡 易 水 道 56,985 47,978 -23.8% 47,978 -23.8% 0
下 水 道 73,663 68,810 7.6% 68,810 7.6% 0
介 護 保 険 237,794 225,647 1.7% 221,484 -0.1% 4,163
後 期 高 齢 者 17,600 17,120 -1.3% 17,120 -1.3% 0
合 計 3,052,383 2,961 ,314 14.9% 2,785,148 0.8% 176,166

　

ま
ず
、歳
入
の
状
況
を
み
ま
す

と
、依
存
財
源
の
比
率
は
70
・
82
％

で
、こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
が
全

体
の
47
・
5
％（
対
前
年
比
12
・

9
％
増
）、県
支
出
金
が
7
・
2
％

（
対
前
年
比
7
・
2
％
増
）、国
庫
支

出
金
が
4
・
7
％（
対
前
年
比
54
・

2
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。自
主

財
源
の
比
率
は
29
・
18
％
で
こ
の

う
ち
村
税
は
3
・
3
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
歳
出
で
す
が
、性
質
別
に
み

ま
す
と
、物
件
費
22
・
9
％（
対
前
年

比
37
・
6
％
増
）次
い
で
普
通
建
設

事
業
費
が
15
・
7
％（
対
前
年
比
41
・

0
％
減
）公
債
費（
起
債
償
還
）13
・

6
％（
対
前
年
15
・
4
％
減
）補
助
費

が
10
・
5
％（
対
前
年
比
20
・
9
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
主
な
事
業
内
容
で
す

が
、
林
道
開
設
事
業（
洞
中
線
開

設
・
新
井
小
栃
線
開
設
・
本
洞
線

改
良
、
舗
装
工
事
な
ど
）
と
し
て

1
億
4
，9
0
5
万
8
，0
0
0
円
、ふ

る
さ
と
納
税
事
務
委
託
費
1
億
2
，

2
8
0
万
4
，
0
0
0
円
、村
営
住

宅
建
設
工
事
3
，
6
5
7
万
5
，

0
0
0
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
億
4
，9
0
5
万
8
，0
0
0
円
、ふ

る
さ
と
納
税
事
務
委
託
費
1
億
2
，

2
8
0
万
4
，0
0
0
円
、村
営
住
宅

建
設
工
事
3
，6
5
7
万
5
，0
0
0

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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Information お知らせ

公債費
316,840千円
13.6%

農林水産業費
404,466千円
17.3%

衛生費
88,960千円
3.8%

総務費
879,103千円
37.6%

教育費
101,287千円
4.3%

教育費
101,287千円
4.3%

教育費
101,287千円
4.3%

民生費
231,289千円
9.9%

土木費
106,355千円
4.5%

土木費
106,355千円
4.5%

消防費
36,352千円
1.6%

議会費 23,475千円 1.0%
災害復旧費
27,519千円　1.2%

商工費
121,683千円
5.2%

歳　出
2,337,329千円

公債費
316,840千円
13.6%

公債費
316,840千円
13.6%

物件費
536,002千円
22.9%

災害復旧事業費
27,519千円 1.2%

繰出金 157,696千円 6.8%

普通建設事業費
367,952千円
15.7%

人件費
239,312千円
10.2%

人件費
239,312千円
10.2%

補助費等 246,433千円 10.6%

扶助費 74,846千円 3.2%

維持補修費 9,899千円 0.4% 積立金 360,830千円 15.4%

林道 新井小栃線

上町世帯用住宅

西部コミュニティバス
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国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

Informationお知らせ

◆
片
桐
康
孝
議
員

質
問　
新
成
人
の
投
票
率
に
つ
い

て
　

４
月
１
日
の
成
人
の
年
齢
改
定

後
に
参
議
員
選
挙
と
長
野
県
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
根
羽
村
で

の
投
票
率
は
い
ず
れ
も
70
％
前
後

で
県
内
で
も
高
い
水
準
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・
新
成
人
の
投
票
率
は
ど
の
位
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
投
票
率

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
所
見
を

も
っ
て
い
る
か
。

・
男
女
別
の
投
票
率
は
開
示
さ
れ

て
い
る
が
年
代
別
の
投
票
率
の

デ
ー
タ
を
知
る
こ
と
も
重
要
と
考

え
る
が
如
何
か
。

回
答　
選
挙
の
投
票
所
に
お
き
ま

し
て
は
従
来
の
８
箇
所
あ
っ
た
も

の
を
昨
年
の
10
月
の
衆
議
院
議
員

選
挙
か
ら
投
票
所
を
１
箇
所
に
統

合
し
、
投
票
率
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
お
陰
様
で
従
来
と
変
わ

ら
ず
高
い
投
票
率
と
な
っ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
事
だ
と

　

９
月
８
日
・
15
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

思
う
。

　

こ
の
７
月
に
執
行
さ
れ
た
参
議

院
議
員
選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
52
％
、
県
内
で
50
・

７
％
、
飯
田
市
で
60
・
７
％
、
下

伊
那
郡
区
で
63
・
９
％
、
に
対
し

て
、根
羽
村
で
は
72
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
８
月
７
日
に
執

行
さ
れ
た
長
野
県
知
事
選
挙
の
投

票
率
は
、
県
内
で
40
・
９
％
、
飯

田
市
で
42
・
４
％
、
下
伊
那
郡
区

で
50
・
３
％
に
対
し
て
、
根
羽
村

は
、
65
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
成
人
、
年
齢
で
言
う
と

18
歳
、
19
歳
の
投
票
率
は
、
長
野

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
昨
年
の
衆
議
院
議

員
選
挙
を
み
る
と
、
18
歳
、
19
歳

の
全
体
の
投
票
率
は
、
42
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以

前
の
選
挙
結
果
を
見
る
と
、
選
挙

の
内
容
に
も
よ
る
が
、
概
ね
20
％

か
ら
40
％
の
投
票
率
が
公
表
さ
れ

て
い
る
。
当
村
で
の
18
歳
、
19
歳

の
投
票
率
を
見
る
と
、
７
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
は
18
歳
が
66
・

６
％
、
19
歳
が
50
％
で
18
歳
か
ら

19
歳
の
平
均
が
60
％
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
８
月
の
長
野
県
知
事

選
挙
は
、
18
歳
が
33
・
３
％
、
19

歳
が
25
％
で
、
平
均
が
28
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
投

票
率
が
高
い
ほ
う
が
い
い
と
思

う
。
特
に
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が

政
治
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
特
に

10
代
の
投
票
率
が
な
る
べ
く
高
く

な
る
事
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
一

方
で
、
ご
承
知
の
通
り
、
選
挙
は

強
制
さ
れ
て
行
う
も
の
で
は
な

く
、
個
人
の
意
思
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
行
政
と

し
て
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
方
に

投
票
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
引

き
続
き
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
当
村
に
お
い

て
は
、
特
に
大
学
等
に
進
学
し
た

場
合
に
住
所
を
異
動
せ
ず
に
選
挙

権
を
有
す
る
も
の
の
、
村
内
に
在

住
す
る
方
も
い
る
の
で
、
期
日
前

投
票
や
不
在
者
投
票
な
ど
の
制
度

を
利
用
し
て
選
挙
を
行
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
引
き
続
き
啓
発
活
動
に

努
め
る
。
ま
た
、
質
問
に
も
あ
り

ま
し
た
投
票
率
の
公
表
に
つ
い
て

も
、
可
能
で
あ
る
た
め
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
児
童
公
園
の
導
入
に
つ
い

て
　

村
で
は
村
営
住
宅
の
建
設
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
入
居
者
も
毎
年

順
調
に
増
え
て
い
る
と
推
察
し
て

い
る
が
、
住
宅
事
業
と
同
様
に
大

事
な
の
が
児
童
公
園
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
村
内
に
は
児
童
公
園

と
呼
べ
る
も
の
は
現
時
点
で
は
な

い
と
思
う
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
や
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
交
流
の
場
、
憩
い
の

場
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
児
童

公
園
で
は
な
い
か
。
今
後
住
民
の

定
着
を
考
え
る
う
え
で
も
こ
う

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
事
業
も
必

要
と
考
え
る
が
村
長
の
所
見
を
伺

い
た
い
。

回
答　
一
般
的
に
児
童
公
園
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
都
市

公
園
法
に
基
づ
い
て
、
児
童
の
遊

び
場
や
ス
ポ
ー
ツ
、
或
い
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
遊
具
等

備
え
た
場
所
と
し
て
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
村
内
で
児
童
公
園

と
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

場
所
は
今
の
所
存
在
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、遊
び
場
が
あ
り
、

公
園
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
場
所

は
、
大
杉
公
園
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

の
芝
生
広
場
、
森
沢
公
園
、
茶
臼

山
高
原
、
保
育
所
園
庭
、
根
羽
学

園
等
が
あ
る
。
ま
た
、
自
然
体
験

が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
個
人
の

場
所
で
は
赤
坂
の
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
村
内
で

公
園
と
し
て
利
用
で
き
て
、
か
つ

遊
具
が
あ
る
場
所
は
、
ネ
バ
ー
ラ

ン
ド
の
芝
生
広
場
と
正
面
玄
関

前
、
保
育
所
の
園
庭
、
根
羽
学
園

の
校
庭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
種
類
は
違

う
が
設
置
し
て
あ
る
。
ネ
バ
ー
ラ

ン
ド
の
芝
生
広
場
は
、
動
物
の
木

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

一

般

質

問

条

　

　

例

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
等

18
議
案
に
つ
い
て
審
議

９　月
定例会

製
遊
具
が
あ
り
、
正
面
玄
関
前
に

は
、
木
製
ブ
ラ
ン
コ
、
テ
ー
ブ
ル

セ
ッ
ト
が
あ
る
。
保
育
所
の
園
庭

と
根
羽
学
園
の
校
庭
に
は
、
ブ
ラ

ン
コ
、
滑
り
台
、
ウ
ン
テ
イ
等
の

遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
保
育

所
の
園
庭
は
、
休
日
で
も
一
般
に

開
放
さ
れ
て
お
り
、
根
羽
学
園
の

遊
具
に
つ
い
て
も
、
利
用
制
限
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
基
本

的
に
は
自
由
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
子
育
て

世
代
の
親
御
さ
ん
か
ら
は
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
を
い
つ
で
も
自
由
に

遊
べ
る
遊
具
を
備
え
た
児
童
公
園

が
欲
し
い
と
い
う
要
望
は
以
前
か

ら
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
、
公
園

と
し
て
の
適
地
と
な
る
場
所
の
確

保
が
難
し
い
事
や
、
直
ぐ
に
整
備

で
き
な
い
状
況
等
に
つ
い
て
、
こ

ね
ば
ち
ゃ
ん
や
集
ま
り
が
あ
る
際

に
お
伝
え
し
な
が
ら
、
保
育
所
の

園
庭
や
根
羽
学
園
の
校
庭
は
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
の
で
、
そ
の
旨

を
お
伝
え
し
て
い
る
。
今
後
児
童

公
園
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、場
所
の
問
題
を
含
め
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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額
5
，8
7
0
万
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
負
担
金

等
に
よ
り
、
2
7
6
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
3
，

8
1
7
万
１
千
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
村
営
バ
ス

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

　

一
般
会
計
並
び
に
６
特
別
会
計

の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、
全
７
会

計
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

Information お知らせ

報

告

事

項

決

　

　

算

◆
令
和
３
年
度
根
羽
村
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
の
委
員
の
任
命
に
付

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

片
桐
光
代
氏
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
財
産
処
分
に
つ
い
て

　

根
羽
村
の
不
動
産
（
山
林
）
を

特
定
非
営
利
法
人
地
球
温
暖
化
対

策
協
議
会
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ

う
へ
の
売
却
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
「
源
流
の

里
に
よ
る
生
命
環
境
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
決
議
に

つ
い
て

　

当
村
最
大
の
地
域
資
源
で
あ
る

森
林
を
活
用
し
、
書
来
に
わ
た
り

環
境
保
全
と
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て

多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め

の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
に
つ
い
て

　

―
採
択
―

人

　

　

事

そ

の

他

請
願
・
陳
情

例
の
制
定
及
び
改
正
が
さ
れ
ま
し

た
。

◆
令
和
４
年
度
大
畑
単
身
用
住
宅

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

大
畑
単
身
用
住
宅
建
設
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

村
営
住
宅
施
設
工
事
費
等
に
よ

り
、
6
，3
8
7
万
円
を
追
加
し
、

総
額
20
億
3
，4
7
9
万
９
千
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

大
雨
に
よ
る
林
道
修
繕
費
等
に

よ
り
、
5
5
0
万
円
を
追
加
し
、

総
額
20
億
4
，0
2
9
万
９
千
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

国
保
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
改
修
等

に
よ
り
、58
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
億
1
，5
2
3
万
５
千
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

漏
水
修
繕
対
応
費
等
に
よ
り
、

1
，7
5
0
万
円
を
追
加
し
、
総

契

　

　

約

補

正

予

算

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
健

全
化
判
断
比
率
の
公
表
を
し
ま
す
。

　

各
数
値
と
も
、
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
経
費
の
節

減
や
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

　

各
数
値
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
と
村
営
バ
ス
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
を
表
し

た
も
の

②
連
結
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
実

質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
を
表
し
た
も
の

③
実
質
公
債
比
率

　

全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
元

利
償
還
金
等
や
一
部
事
務
組
合
負

担
金
の
う
ち
、
地
方
債
の
償
還
に

充
て
た
と
認
め
ら
れ
る
者
等
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
を
表

し
た
も
の

④
将
来
負
担
比
率

　

全
て
の
会
計
と
一
部
事
務
組
合

や
三
セ
ク
等
を
含
め
た
将
来
的
に

負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
を
表

し
た
も
の

指　標　名
根羽村の数値

早期健全化基準 財政再生基準令和元年度
決算

令和２年度
決算

令和３年度
決算

実質赤字比率（％） ― ― ― 15.0 20.0

連結実質赤字比率（％） ― ― ― 20.0 30.0

実質公債比率（％） 5.7 7.3 7.1 25.0 35.0

将来負担比率（％） ― ― ― 350.0
※実質公債比率以外はマイナスのため該当なし

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
比
率
の
公
表
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令和４年度新型コロナウイルス対応臨時交付金事業計画
事　業　名 事業の概要 事業費（千円）

地域経済活性化事業 商工会が発行するプレミア付商品券発行事業補助（プレミア
分、事務費を補助） 14,600

新型コロナウイルス疑似症状発症者
等移送支援事業

西部 3村による移送タクシー運行経費と利用時のタクシー代
補助 1,100

感染症対策施設整備事業 学校、保育所の感染症対策施設整備
（非接触自動水栓、教室網戸、換気扇設置） 15,895

感染症対策施設整備補助事業 福祉事業者の実施する感染症対策施設整備に対する補助 7,300

感染症対策検査充実事業 抗原検査キット購入 700

農業経営支援事業 農業所得申告者を対象に、農業肥料高騰対策のため、肥料代
の一部を補助 1,200

畜産経営支援事業 飼料高騰対策のため、畜産事業者に対し助成 560

原油・物価高騰対策生活支援事業 原油、物価高騰対策として、村内で使用できる商品券を全戸
に発行 11,240

原油・物価高騰対策事業者支援事業 原油、物価高騰対策として、商工会会員に従業員数に応じて
補助金を交付 4,440

　新型コロナウイルス感染症の終息のきざしが見えない中、「新型コロナウイルスの感染拡大の防止及び感染拡大
の影響を受けている地域経済や住民生活の支援等」を目的に国から交付される新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を財源に、村で実施する感染拡大防止、地域経済・住民生活支援のための事業をお知らせします。
　村民の皆様には、引き続き基本的な感染対策の実施と社会経済活動の継続にご理解とご協力をお願いします。

令和４年度新型コロナウイルス感染症対策事業について

　

太
鼓
伝
承
館
に
飾
ら
れ
た
大
杉
の
絵
画
の

作
者
と
ご
縁
の
あ
っ
た
愛
知
県
刈
谷
市
に
お

住
い
の
林
三
枝
子
様
か
ら
、
大
杉
周
辺
整
備

を
目
的
に
、
多
額
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

村
で
は
、
地
元
の
方
と
相
談
し
な
が
ら
、

大
杉
周
辺
整
備
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
の
未
了
等
に
よ
る
所
有
者
不
明

土
地
の
増
加
が
社
会
問
題
と
さ
れ
る
中
「
所

有
者
不
明
土
地
問
題
」
を
防
ぐ
た
め
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
の

相
続
も
義
務
化
の
対
象
と
な
り
、
法
律
の
施

行
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
し
な
い
場

合
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

司
法
書
士
会
飯
田
支
部
で
は
、
毎
月
第
３

土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
橋
南

公
民
館
（
飯
田
市
本
町
り
ん
ご
庁
舎
三
階
）

で
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
お
近
く
の
司
法
書
士
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

長野県知事選挙結果
8月7日に執行された、長野県知事選挙の投票率は65.89％でした。なお、投開票結果は次のとおりです。

投票結果
当日の
有権者

期日前
投票者

不在者
投票者

投票所
投票者

投票者
計 棄権者 投票率

男 375 167 0 80 247 86 65.87%

女 399 203 1 59 263 101 65.91%

計 774 370 1 139 510 187 65.89%

開票結果
候補者名 得票数

草　間　しげお 9
金　井　忠　一 32
あ　べ　守　一 464

無　　効 5
計 510

寄
付
金
を
受
領
し
ま
し
た

相
続
登
記
が

　
　
　
義
務
化
さ
れ
ま
す
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防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
８
月
28
日
に
災
害
発
生
を
想
定

し
た
村
か
ら
の
広
報
無
線
に
よ
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
５
月
に
避
難
情
報
が
改
定
さ

れ
、
今
年
の
地
区
懇
談
会
で
も
「
新
た
な
避

難
情
報
」
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
防
災
訓
練
で
は
、

実
際
に
全
村
に
「
高
齢
者
等
避
難
」「
避
難

指
示
」「
緊
急
安
全
確
保
」を
放
送
し
ま
し
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
当
村
で
も
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
言
う
時

に
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
、
命
を
守
る
行
動

が
と
れ
る
よ
う
、
常
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

根
羽
村
で
は
、
村
内
在
住
で
、
結
婚
を
希

望
す
る
方
を
支
援
す
る
た
め
、8
月
か
ら「
根

羽
村
結
婚
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

身
近
に
結
婚
の
相
談
を
す
る
人
が
い
な

い
。
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
。
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
相
談
室
で
は
結

婚
の
相
談
に
応
じ
た
り
、交
流
の
場
の
提
供
、

カ
ッ
プ
ル
誕
生
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
厳
守
さ
れ
ま
す
。

人
生
経
験
豊
富
で
、
熱
意
を
持
っ
た
結
婚
相

談
員
が
、
個
別
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
相
談
室
へ
の
お
申
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
役
場
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
結
婚
相
談
室
開
設

　

国
と
村
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
を
進
め
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
身
分
証
明
書
に
な
る
こ
と
や
、
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
（
現
在
一
部
の
病
院
も

可
能
）
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
12
月
31
日
（
土
）
ま

で
に
申
請
が
完
了
す
る
と
国
か
ら
最
大
で

２
０
，0
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
取
得

で
き
、
さ
ら
に
令
和
4
年
12
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
申
請
が
完
了
し
た
方
に
村
か
ら
5
，

0
0
0
円
分
の
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
申
請
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
ま
し
ょ
う

は
役
場
住
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
役

場
以
外
で
は
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
等
で
も
で
き
ま

す
。

『南信州環境メッセ2022』～リニアとともに地域がにぎわう
環境先進地を目指して～　を開催します。

◆日程　令和4年11月5日(土)・6日(日)　10:00～16:00
◆場所　エス・バード (ｵﾝﾗｲﾝ中継有)　飯田市座光寺3349-1
◆内容　事業者・団体等のブース出展、ゼロカーボンミーティング、エシカルシンポジウム、中学生による
SDGｓすごろく、高校生による2030SDGｓカードゲーム 、子どもゼロカーボンチャレンジ講座、各メー
カーのエコカー（EV、PHV）展示・体験、スタンプラリー抽選会、飲食ブース出店　等
　多くのイベントや体験があります。ぜひご来場ください。 詳細は、記載のQRコードから
問合せ先：南信州環境メッセ2022実行委員会　事務局（南信州地域振興局環境課）
　　　　　直通電話 0265-53-0434　E-mail：minamichi-kankyo@pref.nagano.lg.jp
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こ
の
度
、
片
桐
利
江
さ
ん
（
中

野
）
が
、
長
野
県
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
よ
り
永

年
勤
続
民
生
児
童
委
員
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

10
年
以
上
現
職
に
あ
る
民
生
委
員

児
童
委
員
さ
ん
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

　

片
桐
さ
ん
は
平
成
22
年
12
月
１

日
に
委
嘱
を
受
け
、
現
在
４
期
12

年
お
勤
め
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
北
洞
地
区
を
担
当
し

て
お
り
、地
域
の
事
情
に
明
る
く
、

村
民
の
心
配
ご
と
や
相
談
ご
と
を

相
手
の
状
況
に
寄
り
添
い
な
が
ら

熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
民
生
委
員

児
童
委
員
表
彰
受
賞

根羽村の人事行政の運営等の状況を公表します
１．職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4 年４月１日現在）

年
度

一般行政 特別行政 公営企業等
総計議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 小計 教育 下水道 その他 小計

3 6 2 4 2 3 2 19 8 1 1 28
4 5 2 4 3 3 3 20 8 1 1 29

0 △ 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1
　職員の任免状況／新規採用：5 人（R4.4.1 付）　／退職：4 人（R3.6.30 付）（R3.9.30 付）（R4.3.31 付）

2．職員数の状況
　普通会計決算

区分 歳出総額 人件費
内給与費

人件費比率
給料 職員手当 小計

3 年度 2,337,329 239,312 81,425 42,313 123,738 10.2%

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　① １日の勤務時間　８：30 ～ 17：15　７時間45分	 ② １週間の勤務時間　38時間45分
　　③ 勤務時間を割り振らない日　土曜日及び日曜日	 ④ 休日　国民の祝日に関する法律に規定する休日、12月29日～1月3日
　　⑤ 休暇の種類　年次休暇、療養休暇、特別休暇、介護休暇、組合休暇
４．職員の分限及び懲戒処分の状況	 該当なし
５．職員の服務状況	 良好
６．職員の研修等の状況	 長野県職員研修センター主催研修等各種研修に参加
７．職員の福利及び利益の保護の状況
　　① 加盟団体　　　根羽村職員互助会・長野県市町村職員互助会
　　② 公費負担状況　根羽村職員互助会　20万円　　長野県市町村職員互助会　25万 1千円
８．下伊那郡公平委員会報告　　勤務条件に関する措置要求	 　　該当なし
　　　　　　　　　　　　　　　不利益処分による不服申し立て　　該当なし
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名
前

　

鈴
木　

楓

・
生
年
月
日

　

1
9
9
5
年

 

6
月
1
日

・
出
身
地　

静
岡
県
焼
津
市

・
前　

職　

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
人
事

Q
1　

日
々
の
活
動
内
容
や
活
動

を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

6
月
よ
り
村
営
塾
が
開
塾
し
ま

し
た
が
、
私
は
2
ヶ
月
遅
れ
て
塾

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
立
ち
上
げ

を
行
な
っ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
か

ら
業
務
の
引
き
継
ぎ
や
、
ま
だ
消

化
で
き
て
い
な
い
仕
事
も
任
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
塾
の
運
営

が
1
日
で
も
安
定
す
る
よ
う
毎
日

思
考
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
村
営
塾
単
独
で
何
か
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
役
場

や
教
育
委
員
会
、
保
護
者
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
く
意
見
を
た
く
さ
ん

吸
い
上
げ
て
、
義
務
教
育
学
校
根

羽
学
園
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と

共
に
、
根
羽
村
を
あ
げ
て
子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
盛
り
上
げ
た
り
、

村
を
好
き
な
子
ど
も
を
育
ん
だ
り

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Q
2　

実
際
に
暮
ら
し
て
み
た

感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
は
幼
少
期
よ
り
海
が
す
ぐ
近

く
に
あ
る
港
町
で
育
ち
ま
し
た
。

特
に
静
岡
県
は
、
県
全
域
で
山
・

川
・
海
が
揃
っ
い
る
土
地
な
の
で
、

私
自
身
は
そ
れ
の
環
境
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
根

羽
村
に
き
て
、
私
が
知
っ
て
い
る

山
や
川
で
は
な
い
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
た
時
は
す
ご
く
驚
き
ま
し

た
。

　

根
羽
村
に
は
、
川
と
言
っ
て
も

川
の
源
流
が
あ
っ
た
り
、
山
と
い

う
よ
り
は
森
と
い
っ
た
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
な
場
所
が
3
6
0
度

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
環
境
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
夜
は
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ト

な
し
で
は
外
が
真
っ
暗
で
何
も
見

え
な
か
っ
た
り
、
朝
起
き
る
と
録

音
で
は
な
い
鳥
の
「
チ
ュ
ン
チ
ュ

ン
」
と
い
っ
た
鳴
き
声
で
目
覚
め

た
り
と
、
ど
ん
な
時
で
も
自
然
を

身
近
に
感
じ
る
瞬
間
が
あ
り
、
と

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

Q
3　

今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

最
終
的
に
は
「
村
が
好
き
で
い

て
く
れ
る
子
ど
も
を
増
や
し
た

い
」と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
村
営
塾
と
し
て
の
存
在
感

を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
受
験
突
破
の
た
め
に
子
ど

も
の
学
力
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
い
ず
れ
村
を
離
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
進
路
を
選

択
で
き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
も
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

あ
と
、
こ
れ
は
個
人
的
な
目
標

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
私
が

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
中

で
、「
先
生
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

人
材
に
な
り
た
い
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
村
の
子
ど
も
た
ち
の
良
き

「
お
姉
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
、
頼
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
れ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

地域おこし協力隊の紹介
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　柔道整復師・鍼灸師（接骨院・整骨院など）の施術に国保や健康保険が使えるのは、一定の条件を満たす場合に
限られていますので、ご注意ください。
　正しい利用を心がけて、大切な医療費を無駄づかいしないようにしよう。

◆注意◆
◇医療機関との重複受診はできません。
　　同一の負傷について、同時期に柔道整復師又は鍼灸師等と医師に重複してかかることはできません。ただ
し、負傷の状態を確認するために定期的に医師の検査を受けることはできます。マッサージは施術が長期に
わたる場合、定期的に医師の診断と同意が必要です。
◇「療養費支給申請書」の内容を確認しましょう。
　　国保を扱っている柔道整復師の施術を受ける場合、窓口で保険証を提示し、一部負担金を支払うとともに、
「療養費支給申請書」への署名が必要です。施術内容に誤りがないかをきちんと確認してから署名するよう
にしましょう。
◇施術内容を照会させていただくことがあります。
　　国保や健康保険で柔道整復師にかかった方に、負傷原因や施術内容などについて照会させていただく場合
があります。これは、医療費適正化の一環として、請求内容に誤りがないかを確認するために行いますので、
ご協力をお願いいたします。

　接骨院や整骨院などで施術を行うのが柔道整復
師です。
　「治療」に当たるものですが、エックス線検査や
外科的手術、薬剤投与などの医療行為を施すこ
とはできません。

―POINT―

　柔道整復師・鍼灸師等による施術費用はいった
ん全額負担し、あとから申請して一部負担金以外
の費用を払い戻してもらうこと（療養費払い）が
原則です。ただし、地方厚生局と協定（受領委任）
を結んでいる施設であれば、窓口で一部負担金を
支払うことで施術が受けられます。

同意書用紙を提出してください
　保険を取り扱っている接骨院・整骨院・鍼灸院
には、医師の同意書用紙が用意してあります。こ
の同意書を普段かかっているお医者さんに必要事
項を記入してもらい鍼灸院等に提出してください。

必ず領収書を受け取りましょう
　柔道整復師等には、領収書の発行が義務づけら
れています。

マッサージは症状に対する施術
　マッサージは傷病名ではなく、症状に対する施
術になります。

柔道整復師
○ 保険が使える場合　　　　　　　　　　　　
　仕事中や通勤時以外の急性または亜急性（急性に
準ずる）の外傷性傷病の場合は保険が使用できます。
　◇打撲　　　　　　◇ねんざ
　◇挫傷（肉離れ等）
　◇骨折・脱臼の応急手当て
　　※骨折・脱臼は緊急時以外では医師の同意が必要
× 保険が使えない場合
　◆日常生活の中の疲れや肩こり
　◆スポーツなどによる肉体疲労
　◆神経痛（リウマチ・慢性関節炎など）
　◆加齢による腰痛や五十肩の痛み
　◆脳疾患後の後遺症などの慢性病
　◆仕事中や通勤途上の負傷　　など
　　※全額自己負担となります。

鍼灸師等の施術を保険で
○ 受けられる疾患
　◇神経痛　　　　◇リウマチ　　
　◇頸

けいわん
腕症候群　　◇五十肩

　◇腰痛症　　　　◇頸
けいつい
椎ねんざ後遺症

マッサージの施術を保険で
○ 受けられる症状
　◇筋麻痺…筋肉が麻痺して自由に動けないような症状
　◇関節拘

こうしゅく
縮…関節が硬くて動きが悪い症状

柔道整復師・鍼灸師等にかかるときの注意!!! 正しく施術を
受けましょう
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広
報

　9月17日（土）根羽村保育所の運動会が行われました。当日は台風が接近している中で多少風は強かったものの晴天
の中で実施することができました。来賓の皆さまはじめ、ご家族の皆さま方の声援のなか、園児22名は元気いっぱい
に競技に取り組みました。年少さんから年長さんの競技の中に、パラ・バルーンというカラフルで大きな円の布を使
用した今年初めてチャレンジする競技がありました。練習ではなかなかできなかった技も本番では息もぴったりに合
い、美しく披露することができました。チーム競技も戦略を練りながら抜群のチームワークを発揮していました。また、
ひよこ組さんも、元気に体操をし、親子競技では、いつも泣けてしまう園児も最後まで泣かずに頑張る姿がありました。
　9月に入ってから本格的に運動会の練習に取り組んできました。競技に負けて泣けてしまう子、上手にできなくて降
園後に練習する子、家に帰ってから体操の練習をしたり、かけっこの練習をする子など一人一人が目標を持って取り
組むことのできた運動会となりました。

　７月16日（土）に予定されていた根羽
学園PTA主催行事「PTA魚つり魚つかみ
大会」は、天候不順と川の増水により残念
ながら中止となりました。魚つかみ大会
は中止になりましたが、夏休み初日の７
月23日（土）に学童釣場で「魚の配布と放
流」を行いました。晴天の下、多くの児童
生徒、保護者のみなさんが集まり、賑やか
な時間になりました。

根羽学園 PTA
魚つり魚つかみ大会

　放課後子ども教室では、夏休みに根羽村森林組合から講師を招いて、木工体験を行いました。体験では、１年生から
３年生の児童は盆踊り企画の竹灯籠展示で飾る経木のLEDライトカバーを、４年生から６年生の児童は杉のスプーン
をそれぞれ制作しました。一人ひとり自分で考えた思い思いの形のものを制作し、皆満足した様子で出来上がった作
品を眺めていました。
　夏休み中には、そのほかブルーベリー狩り、竹灯籠作り、Tシャツタイダイ染め等の体験を行い、それぞれの活動を
楽しみました。

夏休み　放課後子ども教室

保育所運動会

杉つ子杉つ子杉つ子
だより


